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資本の国際化の方法的模索(下)

一一〈パロワの所説によせて一一一

奥村和久

日次

はじめに

I 資本の国際化の課題設定

且 資本活動の国際化の現段階的特徴と資本循環論

市多国籍企業の批判的解明と社会関係として白資本の国際化 以上(上〕

N 世界経済のj段階規定と資本の国際的蓄積様式
Intermezzo 

1 資本の国際的蓄積様式

(il 蓄積=拡大再生産過程 p...p'と資本の国際的蓄積様式

(ii) 資本の国際的蓄積様式の臆史的諸形態とその表示方法

2 原基的帝国主義と少国貿易

。) 外国貿易の必然性Eその役割

(ii) 生産様式の接合と社会諸階級

3 レーエン段階帝国主義E貨幣資本輸出

4 新帝国主義と生産過程の国際化

(;)直接投資の動因 絶対的剰余価値と相対的剰余価値の同時進行

(ii)資本の国際的蓄積諸様式白結合 以上〔下〕

IV 世界経済の段階規定と資本の国際的蓄積様式

Intermezzo 

前梢"におい工我々は， C.パロワが世界市場における資本の運動の最新の形

態たる多国籍企業を1(."ノレタス資本循環論の重層的再把握に依拠しながら

いかに特徴づけているかを検討した。本稿の課題は，第二次大戦後の多国籍企

1) 拙稿「資本の国際化の方法的模索(上)ー←C パロワの所説によせて一一J(W経済論按』第130
巻 1. 2号， 1982年〉。
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業の大群生に至る歴史的時期区分を有機的アブローチから説明しようとするハ

ロヲの試みにつき，その理論的骨格を浮き彫りにすることにある。生産過程の

国際化を特徴とする現代世界経済=帝国主義の現段階をし、かに理解するかは，

その歴史的位置田確定をめぐる様々な見解を呼び起こし， rliしい段階規定構築

への模索を要請しているヘパロワは資本一般0理論的椙要をなす蓄積=拡大

再生産過程を剰余価値=および資本循環論視座からとらえる ζ とによって，こ

のような試みに応えようとするo それは数々の理論的欠陥を含むにもかかわら

ず，極めてユニークな視角を提供しているのである。

1 資本の国際的蓄積様式

( i ) 蓄積=拡大再生産過程 p...p' と資本の国際的苦積様式

パロワは歴史的に三段階を経過する資本の国際的蓄積様式 外国貿易・貨

幣資本輸出 生産過揮の国際化にもとづく資本の国際的蓄積様式 によって，

帝国主義=世界経済の段階規定一一「原基的帝国主義 aIcheo-imp邑IialismeJ・

「レーニン段階帝国主義」・「新帝国主義J"'ーーを構築することを提起するへ

ここに L蓄積様式は絶対的および相対的剰余価値の抽出諸条件，剰余価値

抽出基盤の持続的かっ必然的な肱大に関わるJ5>概念である。したがって，資本

の国際的蓄積様式は不断の価値増殖をめざす「資本自身の本性」の国際的にし

て歴史的な発現形態に他ならなL、。明示的に語っているわけではないが，彼は

資本の国際的蓄積様式をマノレクス『資本』第2部第2章第2節|蓄積と掠大さ

れた規模での再生産Jp...p'山再解釈に立脚して把握しているoパロワはマル

2) 世界経済帝国主義概念およびそれらの段階規定をめくる諸説については，森田桐郎 本山美
彦編『世界経済論を学ぶ』有斐閣 1982年を毒伊叩
3) C. Palloix， Imperialisme et mode d'accumulation international du capital: Essai d'une 
approche du neo.imperialisme， Tiers Monde， t. XV， 1974， p. 236 

4) ρ ロフにとっで帝国主義は中心部の資本主義的生産様式の矛盾の国ク転稼形態であり，資本主
義そのものの属性をなす。それに対して，資本輸出によっ亡帝国主義を特徴つけ，資本主義の対
外膨張主義と帝国主義の質的断絶を強調する s アミンは，ハロワ (Imperialismeet mode de 
production capitaliste， L'homme et la societe， 1969， No， 12)が1剖世紀イギリスを帝国主義と
規定していることに批判的日えているのアミ竹花崎皐平訳『不等価交換と価値法則』亜紀書
房， 1979年， 86-87ベーシ〕。
5) C. Palloix， op. cit.， p. 90 
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グス蓄積論を一定かっ不変の剰余価値率を想定する「蓄積モデノレJ"と呼び「蓄

積様式」から区別するo そしてたの p...p'を，中心部の生産過程Pで生じた資

木/賃労働の階級的矛盾=剰余師値抽出の障害を国外に転嫁しつつ，剰余価値

率の拡大条件を伴なう生産資本P'の再措定として解釈しなおじているのであ

る。

rw--rG~W。段 p。
したがって資本の世界市場運動は， p...W' 1 -G'1 / wm を構成

lWー-lg~g!

する各部分諸段階の国外移転 (W-G-WO=外国貿易 g-g'=対外証券投資，

G-A. po=対外直接投資〕として位置づけられ， 中心部生産過程Pにおける

剰余価値抽出の障害を国外へ遠ざけつつ，新たに剰余価値の拡大を可能ならし

める生産資本 poの再生産のための必然的契機として理解されているのであるo

しかもこれら資本の世界市場運動は中心部に有利な国際分業体制Jを創出する

資本の流通過程と商品流通との交錯による農工間国際分業として・国際的

金融支配網として・また企業内国際分業として。そしてこのような分業に対し

て白らを位置づ日る諸階級が，必要労働と乗余労働の対抗をめくって闘争し，

諸々の同盟を結び， 種差イじするのである。中心部工業諸国の生産資本の再措

定=新たな剰余価値率は，このような資本の世界市場運動と世界的規模での分

業=および階級編成総体によって規定されるものに他ならない。資本の国際的

蓄積様式においてバロワによってとらえかえされた p...p'は，このような怠

味己の剰余価値=および資本循環論であり，此界市場編成の運動形態なのであ

るo それは剰余価値抽出のための世界的規模での分業編成様式を説明する有機

的アプローチの論理次元に対応した資本循環の適用であり，彼が白らの著作の

冒頭 t設定した「資木の国際化とは何か」とし、う課題に最も直載に応え土う左

するものなのである。

(ii) 資本の国際的蓄積様式。歴史的諸形態とその表示方法

ここで枚々は資本の国際的蓄積様式の歴史的諸形態の詐組に入る前に，パロ

6) ibid 
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ワによるその表示方法の特徴を指摘し，この章の棋括を与えておこう o 彼lま世

rw-rG~wo{会 po
界市場形成の運動形態たる p...w'1 -G'1 / lrffi と第E章で見た

l W--l g'--g' 

排他的・没概念的な各資本循環を異なった論理次元にあるものとしてとらえな

おしてかる。そしてこの阿者の相互連関によって佐界経済の各歴史段階を表示

する。すなわち， 前者の各部分過程の国外移転が後者の各資本循環の国際化

とし C表示され1いるのである。 したがって， 前者における流通過程(但し

G-Aを除く〉の国際化=外国貿易は商品資木循環 W'...W'の国際化として表

現され r原基的帝国主義」と命名されるヘまた前者の進行中に積み立てら

れた剰余何値ーで蓄蔵貨幣 Eが対外証券投資に向けられ形態上の価値増殖 g-g'

を遂げるとき， 貨幣資木循環 G...G'の国際化と表記される。 これは「レーニ

ン段階帝国主義」の特徴を構成する。そして多国籍企業形態をとった直接投資

による G-Aおよび直接的生産調程P。の国際化は生産資本循環 p...pの国際

化として表示され I新帝国主義」と呼ばれる S)0 Lかしながら後にも見るよ

うに，彼は上記の異なった論理次元にある資本循環を明確に区別しないままに

7) この歴史段倍は1.GaUagher and R. Robinson， The Imperialism of Free Trade， Econ 

Hist. Rev. 2nd seri白 j 刊1.VI， NO. 1， 195~ によって「自由貿易帝国主義」としてよりよく知
られている。その紹升 検討に闘し Cは毛利健ニ『自由貿易帝国主義』東京大学出版会， 1978 

年，第1章参照ゅ
的 資本帽謂論の適用による世界経済の段階規定構築は様々な論者によって試みられている。 B

ファイン/Lハりスは帝国主義白成立をレーニン段階上降に見ているがj 世界経済の時期灰分
に闘しては，ハロワと同じ三段階税をとっている。参照。 I商品資本は，国際化される資本の第
ーの形態であり I これは1 世界経慣の第一段階D指標左して促えうる。相対的剰余個値の生産の

優越を伴なう信用制度の発展は，金融的資本の国際化を促進L.これは世界経済の第二段階とし
て考えられうる o iIOι甘的な剰余価値の生産は，国境を越える生産過程をコントロールよる多国籍
企業によっc.生産資本そのものが国際化される第三段階を生みだす，J(B ファイ γ/Lハリ
ス著，大島雄 監訳 r西欧ィノレクス経昨学論争』大月吾盾， 1981年， 183ページ〉。尚，二段階説
を採用する森岡桐郎「資本の世界市場運動J(森田 本山編前掲書〉は，世界市場形成の運動形

態を G-W(~m...P...W'-G' (~I産業資本の循環の 般的形態」としての G 引に求め，
「流通過程四国際化」と「生産過程の国酷¥1ヒ」を睦別してし、るD また反対に. C. Aミシャレは
自他的 役概念めな資本循環の国劇七に力点を置きつつJ 外国貿易と生産過程の国際化を区別す
る(前荷注目参照)。両者は資本循環の適用において異なった論理次元に立脚して， 同じ段階規

定に到達しているのである。
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用いている。したがって我々は彼の理論展開を検討する際，その都度この両者

の区別を指摘することにする。

ところでパロワは，各歴史段階を単にその区~Ij的特徴におい亡のみ他握する

のではなし、。彼はレーニン段階以降の帝国主義を把握する際には，本多氏の適

切な表現を借りるならば I先進資本主義の商品輸出を通じて形成される世界

市場という，原理的な，そして連続的な資本主義世界経済の基礎構造の上に，

資本土義体制の段階論的な諸特徴を重ねあわせて理解する」ωのである。そして

そのことによって，資本主義世界経済を，前段階の資本の国際的蓄積様式を包

摂しつつ次第に高次化する構造として理論化しようと試みているのである。こ

のことは単に世界経済の現段階の歴史的位置づけを確定するのみならず，それ

を様々な資本の国際的蓄積様式の相互補完的結合によって構成される総括的様

相において理解することを可能にしている。

我々は以上述べたようなパロワの世界経済に関する時期区分を第 1凶として

示し，本章の鳥脱{を与えることにする。

第 1 図

原基的=自由貿易市国主義

レ ニン段階帝国主義

新帝国主義

ゴチック 蓄積=拡大再生産過程

JIゴチック 排他的・没概念的な資本循環形態

[注〕 左側の口 各歴史段階の前提となる資本蓄積様式。
右側の口 P".p'を構成する各部分過程のうち，各歴史段階で新たに国
際化した部分を排他的・投概念的資本楯環で表示したもの。

左右の口総体各歴史段階り資本の国際的蓄積様式u

2 原基的帝国主義と外国貿易

イギリユ古典的資本主義期における資本の国際的蓄積様式は外国貿易によっ

9) 本多健吉「資本主義帝国主義低開発J(森田・本111編前掲書， 11.3-114へ ジ〕。
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て特徴づ日ーられる10)。そして外国貿易の動因とそれによって編成される宣層的

生産諸関係を内蔵する農工問国際分業=および階級構成は，パロワによって資

本/賃労働の階級的矛盾をそ戸みつつ進行する中心部資本の蓄積過程が必然的に

要請するもりとして理論化されるのである。

( i) 列国貿易の必然性とその役割

ハロワは外国貿易を，生産過程における剰余価値拡大の制限を除去し，剰余

価値率の拡大諸条件を伴なって生産資本を再措定するための必然的契機として

考察している n

彼はこの期の中心部生産過料における剰余価値抽出の支配的形態が絶対的剰

余価値 いまだ相対的剰余価値は従属的形態ーーであるという前提をたて11)

外国貿易の必然性およびその役割に悶~， 次のように述べる。 i(イギリス古

典的資本主義規にあっては，]生産的基礎の拡大， すなわち主産会云品最長

声?.5Jは絶対的剰余価値を創造し実現する能力に依存している。 資本蓄

積様式(剰余価値抽出〉は商品資本循環の国際化に依処していた。この商品資

本循環の国際化は輸入および輸出によって絶対的剰余価値抽出の肱大に対する

諸々の国内的障害をとり除雪，相対的剰余価値生産の諸条件を措定したのであ

る。 ・輸出は分業を押し進めることによって生産過程Pの拡大を可能にする

のに対して [Aスミスのテーゼ]，輸入は流動不変資本価値ならびに労働力価

値を低下させる [D リカードのテーゼ〕。これら双方の場合にあっては M/V

の比率を上昇させる ζ とが問題なのである。JIZ)そしてパロワはこのような外国

10) ，、ロワは，前稿第l表に見られるように，この時期の資本蓄積様式をいまだ国際的次元に位置
していない「国民的蓄積様式JCC. PaIloix.噌 cit_.P 臼)と命名している。その理由は，世が
資本の国際的蓄積様式を形躍的にであれ G-G'(証器投資)，実在的にであれしG-w...p..w'
G' (直接投資). 増1.111=剰余価値源泉の直4去に国際化したものととらえている ζとにあると思わ
れる〔山"d.， p. 94， p. 98)。だが他方，彼には外国貿易にもとっく資本蓄積を資本の国際化の歴
史的段階とする視角も存在している〈めid.，pp. 57-58)。本楠は，剰余価値拡大諸長件を生産
過程と流通過程の統ーとしての循環過躍において把握しようとする J、ロワの問題意識を重視し，
こり時期も資本の閏駒田蓄積様式の歴史的 段階をみなすことにする。
11) B ファイり L ハリス前掲書第7章も， この時期の資本主義を絶対的剰余価位の生産によっ
て特世づけている。
12) C. Pa1ioix， ot. cit.， P. 98 尚I 引用士中の ・・・ 1ま茸詰が付したものであり，それノ
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第 2 図
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〔典蜘JC. Palloix， op. cit.， p. 98 

貿易にもとづく蓄積様式を第2図のように表現する。

この引用文および第5図は，パロワの外国貿易把握，また資本循環の適用に

関する特徴をよく示している。以下，若干の補足を加えながらこの点を検討L

ょう。

第一に， ここで外国貿易は，中心部生産過程における絶対的剰余価値拡大に

伴なう障害の国際的解決ニ国外転嫁をめざす運動形態として把握されている。

とりわけパロワはこの障害を華余労働の増大に抵抗するフロレタリアートの階

級闘争に見いだす。 I階級闘争は搾取率の再生産とその拡大に関して，剰余価

値抽出に対する諸々の障害の原闘になっているのである。」山なかんずし絶対

的剰余価値の拡大は労働日の延長をもたらし，ぞれが標準労働Hをめぐるプロ

レ夕日アートの階級闘争を惹き起ιす。資本が外国貿易に訴えるωはこうした

障害の除去を求めるためであり，この意味で外国貿易は資本/賃労働の階級的

対抗を表現する剰余価値概念と密按不可分なものとしてあるo バロワは一方で

は，輸出が (a)余剰生産物のはけ口の提供=国内市場の狭陸性の克服によっ

¥ぞれ世界市場形成。運動形態としての P"'P'，排也的目没概念的な資本循環を区別して表示ヲベ
く届いたものである。
13) ibid.， p. 35 
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て， (b)国内分業を促進し生産性の一般的水準を高めるというスミスのテー

ゼを重視するω 。そし1こ0)"テーゼを， ~fl.'対的剰余f山値生虚に対する労働者の

抵抗→輸出による市場拡んと資本の生産諸力の増大， ョーなわち相対的剰余価値

生産諸条件の措定による労働日延長をめ「る階級的矛盾の国際的解決として再

解釈する。また他方では I資本蓄積→(労働者)人口増加→(最劣等の限界

土地ないし最終投下資本による穀物生産に要する労働量の増大〉→穀物価格の

騰貴→〈労働の向然価格〉のと昇→〈利潤の向然率〉の下落J15)→安何な穀物

その他生活必需品の輸入という D リカードのテーゼのうちに，乙わしまた労働

日延長によらない必要労働時間短縮の条件を読みとるのである。

マルクス『資本』第 1部第13章第7節では，外国貿易は大工業にもとっく資

本主義的生産の制約条件たる「原料と販売市場J16)を突仮するものとして把握

されていたmoまた第3部第14章第5節においては，労働者生活手段 WK:inL，

流動不変資本=原料 Pm2 の輸入が利潤主主の傾向的低落に対する対抗要因とし

mlv 
てあげられていた。 ザ=一一一=←ームーーにおいて，低廉な WKmLの輸入は

十v-C/V十1

14) こり Aスミスのテ ゼ(")， (b)fi， H.ミントによってそれぞれ「余剰はけ口説 ventfor surplus 

theorγ1， I生産性説 productivitvtheorv Iとして整理されているH.Mvint， The classical 
theory of international trade and the underdeveloped countries， The Eco叩 micJournal， 
Vo1. 68， No. 270， 1958， p. 318森田桐郎[ilCif際怪時講義大要』東京大子出版会主主材部，1980 
年， 64ベジ。

15) 宙瞳良三『蓄積論研究』未来社，196E年， 148ー ジo また森田桐郎「帝国主義J('経済学大辞

典』東洋経済新報相， 198年，第1巻， 985ヘ ジ)は， B. Thomas， Migration and Economic 
Growth， Cambridge University Press， 19'，日が「古典派経済理論のと£かに， 一方におけるく比

較生産費説にもとづき，自由貿易政章に科学的正当化を与える静態的国際貿易理論〉と，他方に

おける〈収区費低減法則，および利潤率の傾向的低落の法則にもとづく動態的植民理論〉とのこ

元論を検出していることJを紹介している。ここで引用されたリカードのテーゼは後者の蕗譜に
属するものである。
16) K Ma円 K I， S 474，① 725ペーν也

17) マルクスのこの視点に龍点をあて， ，経済学批判要綱J，，資本』における外国貿易=および世

界市場請を酔析した決。諸論稿を参照。森田桐即「資本主義の世界体系J(長洲 二編『講座マ

ルクス主義18， 日本評論社， 1970年)。 同"経済学批判要綱Jにおける世界市場J('経済論
集』第26畠第2号， 1976年〉。平田清明『経済学と歴史認識』岩波書出， 1971年， 揺 1章ゐ官信

粛「資本主義と国際分業j(小野一一郎・行沢健三吉信粛編『世界経済と帝国主義』有斐閣1
1973 司n。木山美~IT'世界経済論』同士館， 1976年，弟二章。渋容将『経済学体系と外国貿易論』

青木書用， 1981年，第VI. VlI章。
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m/v=mlを上昇させ， また Pm2の輸入は c/v=資本の有機的構成の上昇を制

限する作用を果たすからで芯る山。

それに対してパロワの特徴は，中心部生産過程における必要労働と剰余労働

をめぐる対抗に，蓄積=肱大再生産過程の主要な阻害要因士認めている ζ とで

ある。それゆえ彼は外国貿易に，安価な農産物輸入によるのであれ生産性の上

昇によるのであれ，階級的矛盾を緩和させつつ必要労働時間短縮=剰余労働時

間増大を可能にする生産過程の更新=再措定のための媒介条件を求めているの

である'"。

したがって第二に，パロワの依拠する基礎視座は剰余価値拡大諸条件を伴

なった拡大再生産過程としての p..-p'に他ならない叩。そこでは，外国貿易は

この再生産過程を媒介する総流通過程(但 LG-Aを除りの国外移転として

おさえられる。そしてこの国外移転部分が排他的・役概念的な商品資本循環の

国際化として表示されるのである。彼は先の引用文において，この異なった論

理次元に立つ資本循環を何の説明もないまま並置している。しかしその合意す

る内容が上記事態であること，これまでの検討によって明瞭であろう釦。

18) →ルクス貿易請のこの側面を強調したものと LてC.A.Michalet， at. cit.. A. Brewer， Marxist 
Theories of lmperialism， Routledge & Kengan Paul， 1980c 
19) バロワは先の引用文におし1て，必要労闘とう剰余労働をめくる階紐対抗を担載に示すものと Lて

の動l余価値概念を重視するあまりヲ流動不変資本をも無媒介に剰余価直率 M!Vに関わらせると
いう性急ざを犯Lているロしかしj 流動不変資本旧価格低下を通じて，同一価値翻の資本が同時

的世働日を増大せしゆることによっ亡より多量の剰余価値を確保しうること，またこの同時的労
働日の増大=協業の発展に伴なう生産力上昇→剰余価値率上持を指摘することは可能であろう。

またこの観点からすれば，安価な資本家用消貸手段の輸入も，剰余価値中の蓄積元本を増大させ
ることによって同じ作用を果たすであろう。 l札同時的労働日の増大による資本の剰余労働時間

追求を『経済学批判要綱.!l!-，閏しで論lソー内田弘 i(資本章〉概観」・「貨幣の資本への転IIoJC森
田桐郎 山且鋭主編『コンメンタール〈経済学批判要綱)(上)j講座マルクス主苦庇済学6，日

本評論社， 1974年〉を参照。

20) このような生産資本循環は， 方では過程の推進的動機たる価値増殖が形態的に示されるG
ザによって内的に規定されるとともに，生産資本町再定在を司能にする再生産構造 w'...v.，"の
問題l!lを提起しているものでもある。このd品資本の楯環=および回転過程に即して解析した平
田清明『コンメンタール《資本U 3， 日本評論社， 1982竿参照。
21) 以上見 ζきたような外国貿易にもとつ〈資本の国際的蓄積様式理解には問題がないわけではな

い。なぜなEそこでは，剰余価値率の上昇を伴なう拡大再生産が展開するための基礎条件，すな
わち単純再生産r対する関心が稀薄だからである。 そしてこのことが， AとPmの資本関係/
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(ii) 生産様式の擾合と社会諸階級

外国貿易の必然性を中む1m資本の剰余価値広大への要請と階級闘争との関わ

りで検討するパロワは，同時にこの外国貿易によって形成される世界市場連関

を非資本主義的生産様式との関連において考察vcいる。

ところで，産業資本の循環がその流通過程を媒介として世界市場において他

の生産諸株式との相互的連関を形成すること，マルクスの指摘によってつとに

知ら恥ているところである。 r産業資本が貨幣または商品として機能する流通

過程の内部では，貨幣資本土してであわ商品資本としてであれ産業資本の循環

は，極めて相異なる社会的生産様式の商品と交錯する。 ーか〈して産業資本

の流通過程を特徴づけるものは，商品の白米の全面的性格であり，世界市場と

しての市場の定在である。外来の諸商品についていえることは外来の貨幣につ

いてもいえる。… 資本主義的生産様式はその発展段階の外に横たわる少産様

式によって制約されているのである。」閉そして，マルクスにおいて様々な生産

様式を包摂する腔界市場連関は，過程する資本が自己の価値的および素材的補

填の必要を満たすべく形成するものとして把握されてレた。それは「機械経営

の主要所在地J2S>に照応した農業部門の，非資本主義的生産様式が支配的な諸

地域での創出としてあった，，)。

それに対してパロワは，この重層的生産諸関係を包摂する農工間国際分業を，

社会諸階級の対抗と同盟を析出する一基準として検討する。そして彼は， これ

ら重層的生産諸関係ニおよび階級諸関係が中心部工業セクターにおける剰余仙

¥として再生産，およびそのための質料的生産諸関係の再生産という蓄積論の基本シェーマをパ戸
ワに看過させているりである。したがって彼は，外国貿易による価値実現左生産資太諾要素の確
保を，もっぱら剰余価値拡大諸条件と関わらせてのみ検討する。彼は剰余価値事の上昇に際して
のみ階級闘争目尖鋭化を強調し，単純再生産が搾取の社会的諸条件の再生産に他ならないこと，
したがってまた階級的敵対を内蔵していること，それを十分に視野に収めるととができないので
ある。このことは，彼カミイギリス古典的資本主義期の剰余価値生産の支配的形態を絶対的剰余価
値とする前提をたて，外国貿易に相対的剰余価値生産のための諸条件を求めるといった理論的に
も歴史的にも疑問自余地を残す論理構成をとったことと師関係ではないであろう。
22) K. Marx， K. II， 55. 113-114，⑤144-145へジa
23) K. Marx， K. 1， S. 475， @725ベージ。
24) この点に関しては注17で掲げた諸論稿を参照。
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値率の規定要因となっていることを重視するのである。 I古典的資本主義， と

りわけイギ日 λ 資本主義は-'-Kマルクスが〔スミス，リカードの批判を深め

たのちに〉述べているように 階扱闘争!諸々の階級同盟との関連で一定の

剰余価値抽出様式主我々にもたらしてくれる。 工業ヒクタ において搾取

本は単に資本主義的生産様式に固有な諸条件に依存しているのみならず，資本

家と土地所有者を結びつ日る関係(地代〕およびこの関係の水準Ic依存してい

るのである。そしてこの水準は資本主義的生産様式に内的な数々の諸条件と封

建的生産様式に同有な諸条件にもとづいて，農産物価格を通じ工業における搾

取率の一定水準を条件づ、けている。 資本家と土地所有者を結びつ日る関係

の水準は外国貿易(輸出入〉に訴えることによってのみ変更可能となるのであ

る。」釘〉

パロワは生産様式の接合'!，に関する詳細な展開については， P. P レー『階

級同盟』日〉への参照を求めている。そして彼は，様々な生産様式を包摂する農

工間国際分業が中心部から非資本主義的生産様式の交配的な周辺部諸国への資

本主義的生産様式の矛盾の転嫁によって形成されたものであり，それが種差

的=不均等に編成されたものであることを強調す品。このことは世界的規模で

の階級諸関係にも反映し，支配諸階級〔中心部資本家と周辺部土地所有者)相

互の階層間格差，および被搾取諸階級問〔中心部プロレタリアートと周辺部農

民〕の分割=分派化を惹き起こす。非資本主義的生産様式における余剰の領有

と結合した資本による剰余価値抽出基盤の拡大は，社会諸階級同の闘争ー同

25) C. Palloix， op. cit.， p. 57 
26) 接合理論の問題闘をサーベイした論稿とし亡望月清司「生産様式接合C理論J(~経済評論』

1981年 7 月号，同「第三世界研究と本源的蓄積論J(~経済評論J 1981年12月号〉。
27) P. P. Rey. Les nlIiences de classes， Françoi~ Maspew， 1973。犬がしハロワと異なり I レ

においては資本主義と封建制の接告は中心部においてであり，国際的レベルでは中心部資本主宣言
と周辺部の封建制以外の非資本主義自民主産様式の接合が問題になっている。 この丸 パロワの
レーに関するミス リ←ディングがあると思われる。レ に関する紹介と検討は汰の諸論稿を参
照。山崎カヲル「生産様式の節合と常国主誌の理論J(~クライシλ』第五号， 1980年〉。伊諜告
登士錆「資本主義の世界的展開と第三世界j(~経済評論~ 1982年5月号〕。 若森章孝「資本循環
論と生産様式接合の理論ーービエル=フィリップ・レーの『資本論』研究によぜて J (~経済
論集』第32巻描1号， 1982年)。
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第 2 図

デ B;に三く?
で二弓r]-一 \~"'L ー十→ぞフヘ
¥、/' I ~\ 

ζViwjG(Jt4 

{iilJPヨ寸
(注J，-[Fw 封建的生J庄版式。 uP 直接生産者=農民。 B 土地所有者。 Kst 資本家。

WPm1 機械。 W""，原料。 WKmL 骨働者用消費手段:0WKmK:資本家用消費手段。
-1イ→・消費過程。 LJ 封建的生産樺式と資本主義的生産様式の接合。
一ー一階級同盟。 F 口によって剰余価値拡大諸条件を伴って再生産された生産資本。

盟・種差化を生みだすとともに，それによって規定し返されているのである。

以上の展開をふまえれば，我々はパロワによる第2図を第3図として再表現

することが可能であろう o 資本の国際的蓄積様式の歴史的一段階として考察さ

れた外国貿易=および世界市場は，ハロワにとって必要労働と剰余労働の対抗

をめぐる噌級闘争り歴史理論的表現そのものに他ならない。その際，バロヲに

よって再解釈されたィノレグスの「蓄積と拡大された規模での再生産Jp...p'は，

中心部の資本/賃労働の対抗によって起動因を与えられた世界市場形成=およ

び階級編成の運動形態として，その理論的説明の基礎視角を構成しているので

ある。

3 レーニ γ段階帝国ギ義と貨幣資本輸出
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資本の世界市場運動はこの段階で外国貿易に加えて資本輸出， しかも証券投

資形態をとった資本輸出をそd主要なメノレクマーんとし亡獲得する。 ζ の段階

は外国貿易が典型的であった原基的=自由貿易帝国主義段階から区別されると

同時に，直援投資によノて特徴づけられる第二次大戦後からも区別されるので

ある。 r1914年以前と第二次大戦後では国際投資構造が全く異なっている。す

なわち1914:年以前には対外投資の 3/4が証券投資形態事?とり，生産・運輸

における対外直接投資は 1/4であった。それに対して第三次大戦後には情況は

全く逆転した。対外投資の3/4が直接投資であり，その1/4が証券投資である。

帝国主義の第一段階29)を特徴つける支配的事態は，貨幣資本の国際的価値増殖，

すなわちいまだ生産の国際化に根をおろしていなかった資本の国際的蓄積様式

という事態なのである。」叫

パロワはこの段階を特徴づける貨幣資本輸出の動悶を過剰資本から導き出し，

それが剰余価値抽出諸条件の拡大に果たす役割を解明する。その際，彼の極だ

った特徴ば， 過剰資本をもたらす原因を B.l1.v 二ンの対内的および対外

的独占の成立制，あるいは『資本』第3部第15章「法則の内的諸矛盾の展開J，

第3日 33章「貨幣資本と説実資本」に依拠するの立はなく白日，第l部剰余価値

論の引照かり求め℃いることにある。そして彼はこの過剰資本を剰余価値=お

よび資本循環論視座から位置つIrかえし，貨幣資本輸出とその役割を説明する

のである。しかしこの視角のユュ クさにもかかわらず， fJ庄の説明は過度に簡

潔であり，また理論的難点、を含むものである。したがコて我々は，彼の理論艮

28) 注目で品たように，ハロワには資本の国際的蓄積様式=帝国主義の段階規定に闘して二つの異
なる見解が並存Lている。しかし本稿第N章第節で紹介した段惜規定を採用すれば，この段階
は原基的=自由貿易帝国主義に続ぐ帝国主義の第二段階である。
29) C. Palloix. Imperlalisme et mode d'accumulation international du capilal， o.ρcit.， p. 246 
30) B. YI. JI出聞，JlO.Jlfi何回6part CO<tUT-leHu(f.， 113，ぇ 5.T. 27， ctp'-359-360. Iiレ←ニン全集』
第22日告，大月害届， 277-278ページ。
31) ~資本J， ~帝国主義論』を中心として，資判摘出の必需性をめぐる論争を過剰資本と利潤陣田

関連cザ ベイしたものとして汰の諸~前碕を参照。藤原貞雄「資本輸出の必然性をめずる論争白
現段惜J(W山口経済学雑誌』第22巻第3. 4号1974年)，久保田順「資本輸出論J(rアジア経済』
第四巷第3号， 1978年)， 応和邦昭「資本輸出論研究の再イ貴討 く資本の過剰〉概念。明確化
をめぐって一一.JC~世界経済評論』第22巷第2 号， 1978年)。
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閲を簡単に紹介し，論点、整現・問題点の指摘とあわせ，若干の補足を行ないた

し、。

そのためにまず，貨幣資本輸出にもとづく資本の国際的蓄積様式を総括した

パロワの表を下に掲げ，その集約的な説明を引用する。

r[lJ1914午に至るまで資本の蓄積運動は 死んだ労働(機械〉によって

生きた労働の節約を拡大しようと試みている。しかしながらこの蓄積運動は主

として閑民的空間で展開するためれ、まだ生産の国際化に至らないため]， あ

まり順調には進まなL、。その結果，相対的剰余価値抽出の鈍化，貨幣資本の堆

積が生じる。 [2Jこの貨幣資本は悶民的空間にその投下領域を昆いだすこと

ができず，投機活動(外国債・ 〕および農鉱余剰のコントローノレに向けて輸

出され，国際化する。余剰を領有するための生産の厳密なメカニスムを通じて，

また商品流通のコントロ ルの厳密なメカニズムを通じて，資本の国際的蓄積

第 1 表

国際イtの次元 「中心部J における資本蓄積 「周辺部」における資本の側値増殖
(分准地域A) (いわゆる低開発地域B)

。。。
p---p' 乗u余価値抽出諸条刊

の鈍イt

-C  --G-F'過剰貨幣資本一一+仰資1値本増輸殖出と以下の諸，'，での

貨弊資木循環の 資本以人 . 

国際lヒ
=資本収支旦r-f
-wノー-w':将Dr'l¥の発展

前資本主義的生産雌式の
商品宵本循環的 輸入 .， 農拡余剰・ のご7ントロ

同際't ¥=貿易収支↓赤字
-]レと背1有

。。。
P一一・P': (絶対的および射1汁11'])刺余

価値抽出諸条i'Iの拡大の試み

[註。は蓄杭=拡大再生産過程としての生産資本循環，・・・は排他的・没概
念的な資本循環である乙とを表示Fるために筆者が挿入したもの。

(~j1拠) C. Palloix， op. cit.， p. 100 
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様式は自らの生産的基礎に影3撃を及ぼす手段を獲得し，絶対的および相対的剰
余価値抽出諸条件を拡大しようとしていたのである。」凹

まず第一に，引用文[1]と第1表を重ねあわせ考えるとき，中心部資本の

蓄積=拡大再生産過程 p...p'における剰余価値抽出拡大諸条件の鈍化と過剰

貨幣資本発生・貨幣資本輸出の関連が問われねばならないだろう。パロワは過

剰資本の生成乞労働過程の機滅的自動化にもとつ〈機械による労働の置き換

えとそれに対する障害から説明する I相対的剰余価値の抽出は，持続的な蓄

積過程の拡大中に機械生産(機械化・オートメーショ Y化〕の，その使用の社

会的諸条件に抵触する。 く生版物を安くするという視点、だけから考察すれば機

械の使用はある限界に出会う o 機械の生産のために支出される労働は機械の使

用にとってかわられる労(動よりも少なくなければならない。)J叩だが， このよ

うな社会的諸条件は資ヰ主義に通時的に妥当することである U それがなぜこの

時期IC過剰資本町恒常化を帰結させる程に新生産方法の導入に対する障害とな

るかに関しては，ここではほとんど何点説明されていないn ただ牛産過程がい

まだ国際的レベノレで展開しうる条件にないことが簡単にふれられているのみで

ある。しかしこのことは反対に，なぜその条件が存在しなかった前段階におい

て過剰資本が恒常化しなかったのかという疑問を生じさせるだけである。ハロ

ワの過剰資本発生の説明は，マノレクスの言説を極めて機械的にこの時期にあて

はめるだけの結果に終わり，それを発現させる歴史的・段階的要因を資本一般

の論理との関連で解明しえていないのであるMO

32) C. Pal1oix， op. cit.， pp. 98-] 00 

33) C. Pal1oix， op. cit.， p. 99 しかしパロワが引用Fべきは.r資本』のこの箇所ではなしそ札
に統〈フレーズでなければならなかった。 rしがしj 資本家にとってはこの限界はもっと狭い。
彼が主払うのは担が用いる皆働ではなぐ彼が用いる昔働力であるから，世は自己の計算ではj
機械とそれがとってかわりうる労働力とのあいだの価値差いかんによって左右される.J(K.マ
ルクス 7 江夏長干穂・1ニ彰聡B訳『フラ γス語版資木論』下巻，法政大学出恒局， 1979年， 23ぺ
ジL

34) この点は，より 般的にはョ資本主義の抽象的 般的なm定とその歴史的実体的特徴申閲
連をどのようにとらえるのかョ とL、う問題圏にも繋がる。この問題闘に闘し検討した代表的文献
としτ入江節次郎「桁国主義の解問』新評論， 1979年を参照。
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しかしこの点を度外視士れば，第 1表に見られるように，中心部の資本蓄積

過程 p...p'と排他的・没概念的な G...G'の国際化の相互連関に関する彼の視

角は興味深い。なぜなら「資本』第2部第2章第3節「貨幣蓄積」においては，

rp...pの反復の成果J35)としての貨幣蓄蔵が主題化されているからである。

p...p 循環においては rpの質料的諸要悶の関係とそれらのIllfi'値関係J叩が直

接に問題となるがゆえに， gが生産資本の増加分として生産過程を拡大するた

めには，それが一定の大いさに達するまで積み立てられねばならない。ところ

で通常，拡大再生産は有機的構成の高度化を伴ない r労働過程の技術的諸条

件と社会的編成田変革J叩をもたられ もL乙こでパロワが， レー ι ン段階の

生産様式の変革を，資本/賃労働関係の歴史的段階的変化をもたらすものと

して理論的=および歴史的に説明し，そ ζでの生きた労働の駆遂・熟練の解体

に対する労働者晴級の抵抗→積み立てられた潜在的貨幣資本の生産資本への転

化の阻害とその現実的過剰化の解明に成功するなら，そのE肯彼の剰余価値

(階級闘争)=および資木循環論視座は首尾一貫する。その場合には過剰J化し

た貨幣は対外証券投資へと向けられ，形態上の価値増殖 G-G'(排他的・没概

念的な G...G'の国際化)を遂げる。なるほどその際 r貨幣に実現された剰

余価値はそれを生んだ産業資木の循環の外部で〔産業資本の機能とは区別され

る〕特殊的な機能を果たしている。」蜘そしてその限りでは， ζの貨幣資本の機

能そのものは産業資本の機能と関係を有しない。にもかかわらず，この貨幣資

本の輸出は，蓄積=拡犬再生産過程の進展に字まれた階級的矛盾によって起動

力を与えられたものであり，剰余価値生産=および資本循環過程の進行と密接

不可分な過程なのである。第 1表のi3oFF→6・G'はこのような事態を示し

ているものといえよう o

第二に，引用文中 [2Jに眼を転じ，証券投資が呆たす役割について補足・

35) K. Marx， K. II， S. 88，⑤110ヘジ0
:36) Ebenda" S. 87. @109ベジ。
37) K. Marx， K. I. S. 334.喧533ペーシ。
38) K. Marx， K. ll， S. 89，⑤IIIへジ@
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検討しよう。まず!証券投資=外国債の購入は中心部の再生産過程から過剰な

資本を除去することによってそも順調な進行を保障する。と同時に，国外で得

られる高率の利子l土中心部諸国に「金利生活者国家」聞という性格を付与する。

そしてこのことが中心部プロレタリアートのヒ層士買収する経済的可能性を創

出し，彼らの種差化=分裂をもたらす。それは中心部白階級的矛盾の国外転嫁

を意味L，中心部プロレタリアートの資本に対する抵抗，すなわち剰余価値抽

出に対する抵抗を弱休イじさせるのであるυ 補足的なことではあるが， この時期

の特質をなす「帝国主義諸国からの移民の減少L これら諸国への賃金の安い，

おくれた国々からの移入民日 ・の増大J40)も， 先の種差化=分裂を強化するで

あろう。

ところで，先の引用文中 C2]においては，周辺部からの農鉱余剰の領有が

証券投資に促迫されたものなのか，それともこの期の 1/4を占める直按投資に

よっているものなのかは明確でない。そこで，第1表において余剰が先資本主

義的生産様式によって生みだされたものと見なされていることに注目し，前者

のケースを考えてみよう。その場合，外国債は金融的支配を通じて被投資諸国

を「政治的につなぎとめJ411，商品流通網のコントローんを可能にすることに

よって，それら諸国への工業製品の輸出とこの地域からの農鉱余剰の輸入=お

よび領有を促進する。つまり第1表にお付る排他的・没概念的な W'...WIの国

際化を促進する。外国債は，前段階で見た重層的生産様式を内蔵する農工問国

際分業を強化する役割を果たす乙とによっても，剰余価値抽出基盤を拡大する

のc:ある。

第三に，第1表において示されてはいないが，引用文中 C2]における農鉱

余剰の領有が直接投資による生産過程の支配にもとづくケースを想定・検討L

てみよう。 119世紀末から20世和初めにかけての海外直接投資は主として資源

39) B. 11 且eHHH，JlO./lu. co6p. C四， 1'. 27. ctp. 398-399， rレ ニン全集』第22巻， 320. 322ベ
ーシ。

40) Ta.M JlCe. ctp. 404， 326ベシa
41) C. Palloix， op. cit" p. 106 
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関連ないし鉄道運河公益事業関連の分野に集中」山していたこと，しかもそれ

は植民地・低開発諸国に向けられたものであること，よく知られた事柄に属す

る。つまりこの時期の直接投資は海外資源確保とそのためのインフラ1 トラク

チャー整備に向けられており，やはり前段階の農工開国際分菜を補完する性俸

を強〈もっているのである。〈二回限りにおいて，それは証券投資と同じ役割を

果たしているものといえよう。

しかレながらここで注意を要するのは rく資源型〉多国籍企業J43)が上記分

野を担っていることである。それは G-Aおよび生産過程を低開発諸国に移

転すると正に上司て，当該分野で資本主義的生産諸一関係を創出する。この意味

において等しく農工間国際分業であるとはいえ，直接投資に4とづ〈それは前

段階との質的断絶を示している。この期の直接投資はこのような二面的性格を

もちつつ，原料資源の直接的支配によって剰余価値抽出条件を拡大しようとす

るのであるω。

ハロワにおいてこの時期を特徴づける過剰資本堆積の説明は極めてあいまい

であった。しかし彼は，過剰資本がその輸出を通じて上記諾点にわたる世界市

場編成作用を果たし，世界的規模でより複雑な階級諸関係を創出しつつ，剰余

価値抽出基盤の拡大を伴なって生産資木を再生産していくこと，それを剰余価

値=および資本循環論視座にもとづいて理解Lょうと試みたのである。我々は

このような事態を第4図として表示しうるであろう。

42) 宮崎義一『現代資本主義と多国籍企業」岩波書庖， 1982年， 114ベ ジ。
43) C. A. Michalet， op. cit.， p. 160 
44) との時期の直ll;投資が伝統的間際分業の補完的役割を果たすことに)J点を世〈か， ;らるいはそ

れが資本関係の固際的創出をもたらすことを重視するかは，世界征済の段階規定をめぐる見解の
相違を生みだす重要な理由白 つになっている。 S アミンは後者を重視し， ζの意味での資本
輸出によっ ζ帝国主義を特徴づけl この時期と第二次大戦後を連続性においてとらえている (S
アミ/， 北沢正雄訳『帝国主義と不均等尭展」第二害賠， 1981牛〉。この点では， r外国資本によ
る生産の組織化Jに帝国主義の特徴を認める本山美彦「世界市場における生産の組織化JC森田
本山編前掲書〉もアミンと共通0認識の上に立っているといえよう。それに対して森田桐郎「資
本の世界市場運動」・「世界経済p現悶昔J(向上)およびミシャレ前掲書は， ょの時期の培一次
産品部門における資本主義的生産諸関係の形成を認めながらも，その本格的展開を第二次大戦後
の周辺部の工業イヒに求め，こ同時期をむしろ前段惜との共通性にま品、て理解するのである。
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第 4 図

- wL 
p ---W' -C'l 白 jf 

g {ζ;」Jim--凶山-gdp 問醐化]
い一一一-g: I (G ...G'の国際化〕

〔注) vPw 前資本主我的生産様式。! 企業内固際取引。
亡コ この段惜で新たに国際化した領域。
( J 排他的・没概念的な資本循環の国際化c

4 新帝国主義と生産過程の国際化

中心部資本の蓄積=拡大再生産過程が多国籍企業形態をとった直接投資を通

じてその本質的契機をなす直接的生臣過程そりもりを国際的レベノレで掌握した

こと， しかもそのことによっ亡製造工業の周辺部への移転が生じたこと， ζれ

が「新帝国主義」段階の特徴をなす。 r第二次大戦後， とりわけ 1960年代以降，

資本の国際的蓄積運動は p..'.p'を獲得した。すなわち生産会未を獲得した。

資本の輸出は単に流通過程を広犬するのに向かうのみならず，いわゆる〈周辺

部〉の生産〔輸入代替産業，ついで今日の輸出産業〕にも投資されている。と

りわけ，相対的剰余価値抽出諸条件(機械による生きた労働の置き換え)に対

する諸々の障害は， もはや単に農鉱余剰の領有とく利干し切り〉にもとづく国際

的蓄積様式を通じてだけでは取旬除かれえなかったのである。」山

すでに我々は第皿章において，上記引用文における p...p'(排他的・没概念

的資本循環)の国際化が資本主義的生産関係の国際的創出=拡廷に他ならなし、

こと，またその際形成される多国籍企業内国際分業が剰余価値拡大のための生

産方法であることを解明した。 ζ こでは，世界市場編成の運動形態としての資

4:;) c. Palloix. ot. cit.. p. 102 
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本の蓄積=再大再生産1'...p'視座から直接投資の動機を検討し， 来余価値拡

大諸条件をこの祝陸のうちぱ位置づけなおすことにする。

( i ) 直接投資の動因 絶対的剰余価伯と相対的剰余価値の同時進行

ハロヲは直援投資の動機として世界的レベルでの低賃金労働力の利用を重視

する。現代の対外直接投資の理論的説明をめぐっては， P. M スウイージー，

P. A ノミラ:/， Jオコソナ 等の，<経済余剰の吸収〉アプローチ」と H マグ

ドフ， B プラウ γ等の「資本蓄積の基盤の拡大」アプローチの二系譜が代表

的なものであるが，チ プ・レーパー論は広い彦、味では後者の系譜に属してい

る'"'。しかしながら後者にあっては，低賃金労働力は寡占間競争において資本

蓄積を有利に進展させるための他の諸条件と遊ぶ一条件にすぎなし川〉。

それに対してパロワは， この期の資本蓄積に果たす労働力問題の決定的重要

性に注目する。とりわ円彼は剰余価値率の上昇を可能にする中心部生産過程の

技術草新と労働組織の変革を重視し，資本が世界的規模で低賃金労働力を求め

る根拠を，この過程に伴なう相対的剰余価値と絶対的剰余価値の同時進行が惹

き起こす階級闘争の尖鋭化=剰余価値生産の障害から導き出すのである。 rあ

らゆる新しい相対的剰余価値の生産(機械の使用による必要労働の剰余労働へ

の転化〉は同時に新しい絶対的剰余価値の生産(リズムの強化，労働力の過少

評価，すなわち労働者の熟練の解体・移民労働者 …)を要請する。ところで

高度な技術と重装備D資本を備えたいくつかの部門は，先進地域において〔絶

対的剰余価値の生産に対する〕階級闘争に基礎を置いた一つの限界に遭遇した

L-，また遭遇するであろう。そこでは絶対的剰余価値に対する障害は同時に相

対的剰余価値に対する障害になるのであ品。」船

46) 森田桐郎，前掲「帝司主義J993-994く シ。 ところで ハロりにおいては，現代資本輸出論
になると一転して過剰資本と町関連が断ち切られたまま，チープ レーバー論の説明が行なわれ
ることになるu したがコて現代においてこの両者がどのような関部にゐるかは全く不明である。
尚， ，古典的なく資本過剰論〉にとってかわる，多国籍企業の必然性に関するく企業内純余剰仮
説)Jを提起した宮崎義一前掲害，第3享を参照りこと。
47) H マグドフ，大医経済法科大学経済研究所訳『帝国主義一「植民地期から現代まで 』士
月者庖.1981年， 137ページQ
48) C. Palloix， ot. cit.， p. 102 
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ζ こでパロワによって「新しい絶対的剰余価値」と呼ばれるものは，今日の

科学・技術革命時代に照応する絶対的剰余価値であり，単に労働日の延長によ

るのみではなし (1) 移民労働者に依拠する労働力価値の過小評価， (2) 

労働者の熟練の解体にもとつ〈労働力価値の過小評価， (3) 労働過程の強化

の三点をその内容と Lている。それらは労働者用生活手段生産部門における生

産様式の変革を作なうことのない， したがってまた労働力の再生産に入りこむ

商品の低廉化にもとづかない労働力価値の低下立あるのみならず，政治的 人

為的な要因によってなされた労働力価値の価値以下の切りさげでもある4山 ω。

パロワは， 方で機械による労働の置き換えを通じて生きた労働を節約し搾取

基盤を拡大するための労働過程の技術的および社会的変革が3 同時に現代にお

いては他方で，強度の搾取に従属し，急速に消耗されちF新されるべき労働力を

ドラλ テッグに序び起こさざるをえないことを強調するのである。したがって，

この粗野な形態をとった絶対的剰余価値抽出に対する中心部プロレ夕日アート

の抵抗は，即，相対的剰余価値に対する制限に他ならない。資本が「新しい絶

対的剰余価値生産」を担う O.S唱を求めて G-Aおよび直接的生産過程を国際

化するのは，この制限を国外へと遠ざけるためである。この過程は周辺部への

49) ibid'J p. 92 
50) ハロワの|新しい絶対的剰余価値」白内容を検討してみれば，そのような範隅回目立には問題が

ないわけではない。まず，封働者用生活手段の低廉化にもとづかない労働力価値。低下に関して

いえば，それはマルクスによって「相対的剰余価値の特殊的生産諸方法J(K. M，四.K. 1， S. 340， 
①541ヘ ジ〕として官義されたもり， あるいはそのーヴァリエーションであるからである。 (2)

は労働者の熟椋の解体によって「修業費が不要となる ことから生ずる皆働力の相均的な価値の

減少J(Ebenda.， S. 371， 581へ ジ〉であり』それに対応した剰余労働の廷長である。ヨた(ゅの
労働の強化は「相対的剰余価値の性格転化J(Ebenda.， S. 433， 664へージ〕として定義されてい
るものである。そして(1)は C 〆イヤス←μ指摘する苦闘力の再生産費の 部， とりわけ間接賞

金部分の家族制共同体への転稜にもとづく必要昔働部分の圧下に他ならない~ I環流的華民」
(C メイヤスヘ川田順造原口武彦沢『家族制共同体の世論』筑摩書房，日77年j 第二部〉。

それはこの家旋制共同体が非資本主義的生産様式にもとづ〈点が異なるとはいえ. ~資本』の揖
人=および児童苦働による夫由労働力価直の低下との類比において語ることが可能なものであろ

う。さらに，上記三点は政治的人為的手段による労働力価値の価値以下への切り下げも被って
いるが，それはζの切り下げに照応した剰余労働の増大に他ならない。ハロワが 労働日中の必

要労働時間主動肱労働時間の比ネの変化に関す"相対的剰余価値町定義を指摘Iつつも，あえて

上記三点を「新しい絶対的剰余価値」と呼んだのは，それが現代における剰余価値生産の野蛮な
形態であることを強調しj そこに階踊闘争の尖鋭な表現をみてとるためであろう。
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製造業の立地移動やもだらすが，それは 0.8を世界的規模で創出L.，労働力

の貯水池として周辺部を利用するために他ならない。多国籍企業形態をとった

直接投資の動機はこのような 0.8創出の必要性とその利用にあるのであ品。

それは中心部生産過程Pにおいて生じた搾取拡大への制限を，生産資本 P。の

国際的再配置によって解決しようとする資本の国際的蓄積様式を生みだすので

ある。したがってこの蓄積様式は第5図として表示可能であろう。

第 5 図

仏三:

p-f三(:L1;-w
〔注JA， 周辺部 O.S. A2 中心部プロレタリアート
Eコ この段昔で新たに国際化した領域b

(ii) 資本の国際的蓄積諸様式の結合

ところで，この新しい蓄積様式は単独に存在するのではなしそれ以前の蓄

積様式と結びついて展開している。ノミロワはそれを地中海沿岸諸国において倒

示する。チュニジ7，モロッコ等に投 Fされた外国債は，これら諸国を投資固

につなぎとめる役割を果たし，伝統的な農鉱余剰の輸出を余儀な〈させる。ま

た逆説的なことではあるが，新しい蓄積様式による低開発地域での O.Sの創

出と都市化は，その維持のために穀物・粉ミノレク等の食料品の輸入を必然イじさ

せる。ここでは，今まで述べてきた資木の蓄積諸様式が複雑に絡みあい，相互

に支えあいつつ共存しているのである叩(第1図参照〕。したがって様々な蓄

積様式が構成する現代世界経済は，異なった生産様式を内蔵するのであり〔第

6図参照)， 社会諸階級の闘争と同盟を各蓄積様式の総体におし、て表現してい

るのである o

世界経済の現段階においては c[，心部資本の蓄積=拡大再生産過程

51) C. Palloix， op. cit.， pp. 105-106 
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rw一一rG~WO段 pO 
P"，W'1 -G'1 / lym島 は，世界的規模で剰余価値抽出基盤を拡大す
l w--lgL-g' 

るために，初発のPを除〈その構成諸部分すべてを国外に移転している。それ

は初発のPにおける剰余価値抽出拡大への障害を国際的に解決しようとするも

のであるが，それが搾取の肱大をめざすものである恨り，すべての資本の国際

的蓄積様式を強化L，非資本主義的生産様式に自らを位置づける諸階級をもま

きこんで，必要労働と剰余労働の対抗をめくる闘争を拡大することに帰結する

のである。

第 G 図

アJレテ{1_.Lヲプオン

接合シ工ーマ

アフリカの社会経済構成件 ヨーロッパの社会経済構成体

市民JDX1 I 1~域 I

l吐界的規慌てもの資本主詩的'¥::F[;:悦式

〔注J A 小量的商品生産樺式〔封建的生産様式の解体から生じたもの)，
E 植民地時代の同民的およ己国際的商 1'iI'疎通から生じた過渡期にある資本主義

的生産様式司

C 先資本主義的生産量式，たとえばリネッジ世生産様式。

I 内主的プィナミズムをもっ生産諸力が高度な発展水準に達つした世界的規模

百の資本主義的生産様式。

1"， 1によってそのディナミズムを誘発される生産諸力が不均等な発民水準にあ

る世界的規模での資本主義的生産様式。

1， 2， 3， 4， 5 諸生産様式の接合〈商品流通，資本流通.tt術流通寺〉。
〔典拠，J C. Palloix， L町 firmesmult叩 ationales，op. cit" t. II， p. 205 

以上その理論的骨格を示した上うにロヲは，マルクス「蓄積と拡大され

た規模での再生産Jp...p'を剰余佃l値拡大諸条件を伴なった再生産過程として
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とらえかえすことによって，外国貿易のみならず，証券投資・直接投資の必然

性とその世界市場=および陪級編成作用をも射程に収めた理論展開を試みてい

るのであるo 世界的レベノレでの分業=および階級編成によって剰余価値抽出基

盤の拡大様式を説明する有機的7:7νーチにもとづいた資本の国際的蓄積様式

は，この p...pr視座から，国際分業の段階的変容に照応した世界経済の時期区

分=段階規定を確定する。しかしながらパロワは，各歴史段階における資木の

世界市場運動を資木の概念規定から多分に直接的かっ機械的に導雪出し，それ

を現実化させる照史的諸条件を十分に解明しているわけではなかった。そのこ

とはたとえば， νーニ Y段階での過剰資本発生の理論的説明において象徴的な

欠陥をもたらしていた。剰余価値=および資本循環論視座に立脚する資本の国

際的蓄積様式は，資本一般の理論と歴史的・段階的特質との緊張を内蔵した理

論的=および歴史的認識のなお一層の深化が侯たれねばならない範瞬なのであ

る。

総じて，パロワはマノレグス資本循環論を重層的論理次元(機能的アプローチ

1 . II，有機的アプローチ)において再把握=再構成することによって，それ

を資本の国際化の歴史理論的認識の基礎として活生化すべく試みているといえ

るだろう。その試みはいまだ多くの欠点・不明確さを字みつつも，世界経済把

握のための一理論的視座を提示し℃いありであるo

〔本請は経済学史学会関西部会の自由論題報告 (1982年5月29日，於関西大学〉の原

手稿を加筆・補正したものであるJ

(1982・10・15稿〉


